
 

１０月２３日に市民会館で、Ｄuｏの

会、美唄市、北海道女性協会共催の、美

唄市男女共同参画講演会を開催しまし

た。講師にはＮＰＯ法人お助けネット代

表理事の中谷
な か や

通恵
み ち え

さんをお招きし、 

｢親だけじゃ子どもは育たない～子育

てを支える地域の輪～｣をテーマにお話

ししていただきました。 

 下記は実際に講演を聞いた子育て中

のママさん 2 人による感想です。 
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 白老で２０年前から子育てにかかわ

る活動をしている“ＮＰＯ法人お助け

ネット”の中谷さんのお話を聞きまし

た。 

 元小学校教員だった中谷さんは｢小

学校入学までにどれだけ“人間好き”

になっているかが大切だ｣と話されま

した。｢人間が好きだという気持ちが根

付いていれば、入学してからの先生と

のかかわり、友だちとのかかわりがう

まくいき、安定する｣と。 

 この話を聞いて｢我が家はラッキー

だったな｣と思いました。上の娘（８歳）

が生後１カ月の時、赤ちゃん訪問で保

健師さんが家に来てくれました。娘の

成長を見ながらも、母になった私のこ

とを気にかけ｢頑張っているね｣と励ま

してくれ｢すくすく相談｣の事を教えて

くれました。１歳までの赤ちゃんとお

母さんが月１回、保健センターで集ま

る会で、早速ベビーカーを押して参加

しました。 

 まさに子育て中の保健師さんたちが

多く、とても居心地が良い会でしたし、

そこでお友達になった 

赤ちゃんとお母さん方 

には今でも仲良くして 

もらっています。 

(裏面へ続く) 
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 現在、小学３年生と５歳の子育てをし

ています。子育てに関する講演会と聞

き、参加しました。 

 子どもが健やかに育つための大事な

こと。幼児期には子どもの話を聞き、心

の甘えを受け入れる。児童期には競争や

比較をしない。いろいろな人との触れあ

い、自然体験、観劇などを通して楽しい

体験をさせる。 

 日々の子育てに取り入れることので

きる話を聞けて、とてもためになりまし

た。 

 子どもにとって、親は安心できる｢基

地｣であるために、親も不安を抱え込ま

ないよう、家族や地域のサポートを得な

がら、楽しく子育てできたらいいと思い

ました。     （Ｙ・Ｙ ３０代）  



 

 このコーナーでは、主に会員の皆様

からいただいた男女共同参画に関す

る様々な思いを寄せた唄を掲載して

います。特に決まった形式はなく、身

近な生活の中で感じたことや疑問に

思っていることなどを川柳のような

短い言葉で表現したものです。会員以

外の方からの唄も大歓迎ですので、興

味のある方は、ぜひ市役所地域経営室

まで。皆様の作った自慢の句を会報に

載せてみませんか？ 
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 配 偶 者 か ら の 暴 力 で 困 っ て い る 方 な ど の 相 談 を 受け る 窓 口 を 設 け て い ま す 。 こ の よ う な方 に つ い て は「 配
偶 者 か ら の 暴 力 の 防 止 お よ び 被 害 者 の 保 護 に 関 す る法 律 」 に よ り 、 専 門の 相 談 や 必 要 に 応 じ て 一 時 保 護を す
る 施 設 の 入 所 、 配 偶 者 の 接 近 禁 止 な どの 申 し 立 て 制度 が で き て い ま す 。 こ の 法 律 に つ い ての お 問 い 合 わせ や
相 談 が あ り ま し た ら 、 市 役 所 の 女 性 相 談 窓 口 ま た は女 性 相 談 援 助 セ ン タ ー ま で お 気 軽 に ご 連 絡 く だ さ い。  
 

＊ 女 性 相 談 窓 口  美 唄 市 役 所 地 域 経 営 室  62-3137（ 受 付 ・ ・ ・ 月 ～ 金 、 ８ 時 ４ ５ 分 ～ １ ７ 時 １ ５ 分 ） 
 
 ＊ 道 立 女 性 相 談 援 助 セ ン タ ー （ 札 幌 ） ０ １ １ ～ ６６ ６ ～ ９ ９ ５ ５ （ 受 付 ・ ・ ・ 月 ～ 金 、 ９ 時 ～ １ ７ 時）  

配偶者 暴力 相談 窓口に つい て  

 ｢すくすく｣に行ったことで、子育て

支援センターはみんぐを紹介してもら

い、親しくなったお母さん方と時々遊

びに行くようになりました。はみんぐ

の先生方にも子どもの発達やあそび方

など、色々話を聞いてもらいながら、

１人目、２人目と子育てをしていきま

した。 

 家族以外に赤ちゃんの頃から我が子

を知っていてくれる大人が周りに居る

というのは本当 

にありがたい事 

だと思います。 

 我が家の子どもたちの周りには、保

健師さん、はみんぐの先生、幼稚園の

先生、保育園の先生、ファミリーサポ

ートゆりかごの人たち、お友だちのお

母さんたち、おやこ劇場などで出会っ

たたくさんのあたたかい大人たちがそ

ばに居てくれます。 

 人と出会うはじめの一歩は緊張もあ

り、疲れるかもしれません。でも、色々

なことがある長い子育ての中で、人と

のつながりは、きっと助けになると思

います。小さなお子さんを育てている

お父さん、お母さん、助けてくれる人、

美唄にはけっこういますよ！ 

         （Ａ・Ｔ 30 代） 

*このような商品名のむし歯予防フッ素ジェル材がありますが、  

パパも歯磨きやむし歯の点検はしていますよね？  



 去る６月２６日、｢買い物、恋愛、仕事

に“依存”する女性たち｣をテーマにした

衿
えり

野
の

未矢
み や

氏の講演会に参加するため、札

幌市まで行ってきました。当日の会場、

エルプラザ内にある男女共同参画センタ

ーホールに行くのは３回目。センターは

老若男女、国籍問わず誰でも自由に出入

りできる空間であり、広いホールではた

くさんの人が会話を楽しんだり、サーク

ル活動を行っていたりと賑わっていま

す。また、新聞や専用図書も豊富で、勉

強する場としても最適であり、保育室も

あるため、子育て中の方でも気軽に利用

できるこの施設をうらやましく思い、美

唄にもこのような施設ができればと感じ

ました。 

 さて、講演会 

に参加して驚い 

たのは、どちら 

かといえば女性 

向けの講演内容 

であったにもか 

かわらず、若い 

男性や年配の男性の参加者が多く見受け

られ、皆さん真剣に聞き入っていたこと

です。 

 内容は、ストレスやちょっとしたこと

が原因で、買い物依存に陥ってしまった

ことなど、ご本人の体験談を中心として

語られたものでした。 

 ストレス社会と言われる昨今、買い物

や恋愛・仕事だけでなく、様々なことに

依存し、現実逃避しようとしてしまうこ

とは誰にでもあります。そうならないた

めには「いかにストレスをためないか」、

「たまってしまったときにどう解消する

か」など、心身共に健全な生活を送るこ

とが大切だと考えさせられます。 

 先述のとおり、この講演会では男性の

参加者が多く見受けられ、男女共同参画

社会の実現に向けた取り組みが着実に広

がっていることを実感でき、参加できて

良かったと思います。 

｢買い物、恋愛、仕事に“依存”する女性たち｣ 

「美唄市男女共同参画推進協議会（通称Ｄuo の会）｣会員募集中！  
 会では、新規会員を募集しています。男女共同参画社会づくりに向けて学習し、身近に取り組め

る家庭や職場・地域で実践することを目的としている協議会に興味のある方は、ぜひご連絡くださ

い。  
 *問合せ・入会申込  
 事務局（美唄市役所地域経営室内）        ＴＥＬ ０１２６～６２～３１３７へ  

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

講演会レポート 
Duo の会会員 近藤肇子 



 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

子育てを離れてうん十年。今は小学校２年生と４歳の孫を時々見ていますが、一番多

感な時期ではないでしょうか。昔に比べると、子育てに対する支援体制は充実しており、

今の親御さんたちは恵まれているなぁと思う一方で、共働きで子育てをしている人も多

く、自分たちの世代の子育てとはまた違った大変さもあると思います。情報があふれて

いる中での子育ては大変でしょうが、今のパパ・ママには頑張って欲しいですね。もち

ろん自分も“おばあちゃん”として協力は惜しみませんが。（前川 和子） 

編集後記 

｢Ｄuo の会」の存在と、活動内容を多く

の方に知ってもらうため、昨年８月７日

に行われた｢歌舞裸まつり２０１０」にお

いて、会報Ｄuo14 号を配布し、ＰＲ活

動を行いました。 

      

当日は強い日差しが照りつけ、蒸し暑

い日となりましたが、来場していた皆さ

んは笑顔で快く受け取ってくれ、１８０

部あった会報は、あっという間になくな

りました。 

これからも男女共同参画推進に向けた

様々な取り組みを進めていきたいと考え

ています。 

「デュオの会」屋外活動 

啓発活動風景  

昨年１１月１３日に、市の主催で、札

幌市男女共同参画センターより講師をお

招きしたワークショップが開催されまし

た。｢身近なジェンダーに気付く｣という

テーマで、参加者自身の名前の由来につ

いて考えるワークショップと、架空の人

の伝記をつく 

るワークショ 

ップの２つを 

行いました。 

伝記というと難しく聞こえるかもしれ

ませんが、男性・女性それぞれの名前を

決め、その名前の人はどのような人生を

たどるかを考えていくという簡単なも

の。グループによっては帰国子女にした

り、スポーツ選手にしたりとユニークな

人生に。参加者の皆さんは、一見自由に

考えているようでも、男の人と女の人の

人生にはそれぞれ「男としての人生」「女

としての人生」という無意識の思いこみ

が潜んでいることに気づかされ、「これが

ジェンダー（社会的につくられた性別）

か!?」と、大変盛り上がりました。 

ワークショップの開催 


